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１回戦、長野に大勝した鳥取と２回戦から登場した岐阜の一戦。先鋒戦、鳥取乗本は開始早々、鍔競り合いから絶
妙なタイミングの引き小手を決める。一方、岐阜脇本は長身乗本に対して間を詰めて反撃するが有効打突とはなら
ず、逆に鳥取乗本に攻め込まれ左胴を決められるスタートとなる。次鋒戦、鳥取竹中も先鋒と同様に開始早々、攻
め込んでの小手と相手を上手く面に引き出しての出頭小手を決め主導権を握る。中堅戦は、挽回を図る岐阜近藤が
積極的に攻めるが、鳥取久住は間を切りながら攻めをかわし応じ技をかける。延長戦となり数合後、鳥取久住はこ
こがチャンスとばかりに間を詰め捨身の面を決める。勝負がついて楽になったのか、副将鳥取門脇、大将鳥取岸田
ともに相手の動きを落ち着いて読みとり、副将門脇は面返し胴と小手、そして大将岸田は小手を決め相手に一本も
与えることなく鳥取が完勝した。
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